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３．百日咳ワクチン接種に関して 

 乳児（とくに生後 6 ヶ月未満）が百日咳にかかると、重症化し時に致死的

となることがあります。そのため、諸外国では妊婦（妊娠 27 週～36 週）に対

してTdap（成人用三種混合ワクチン）の接種を推奨しています。 

妊婦に接種することで、乳児の百日咳感染を予防する効果が証明されていま

す。妊婦のみならず、乳児を囲む家族（父・兄弟姉妹など）も免疫をつけてお

くことが重症ですが、日本ではTdap は未承認ワクチンのため輸入ワクチンと

して扱う医療機関で接種するしかないのが現状です。また日本でも成人用三種

混合ワクチン（トリビック🄬）が日本で承認されています。成人や小児へ 1回

接種することで、百日咳に対する免疫が再獲得できます。 

 2025 年に入り全国的に百日咳の流行が拡大しており、乳児を中心に死亡例

を含む重症例が報告されています。さらに、薬剤耐性の問題もあり、有効な治

療手段が限られる中、各学界から、百日咳含有ワクチンの接種を改めて推奨す

る提言がなされています。 

 

動画 百日咳：

https://drive.google.com/file/d/1yPInGh64wU6nMhekvIVbB-

QKxTMfxQRN/view?usp=drive_web 
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